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人人勧勧期期闘闘争争

公務員連絡会【2023人勧期署名行動】2023男女平等推進闘争

内閣府に要請書を手交する藤森久次副委員長（右側左）と
岸真紀子組織内参議院議員（右側中）、外山局長（右側右）

人事院総裁 様
要 求 事 項6月の男女平等推進月間に自治労は、内閣

府などの関係省庁に対して男女平等参画社
会の実現を求める要請行動を5月22日と24
日に実施した。6月中旬以降には地方三団
体への要請も予定している。

要
求
は
月
例
給
引
き
上
げ
な
ど
5
項
目

「
1
人
2
筆
以
上
」の
署
名
を
人
事
院
へ

1．2023年の給与改定勧告にあたっては、全職員に対
する月例給・一時金の引上げ勧告を行うこと。

2．「社会と公務の変化に応じた給与制度の整備」に
ついて、中央で働く職員のみならず地方で働く職
員にも十分配慮すること。

3．公務における人材確保の観点から、引き続き
初任給を中心とする若年層における民間賃金
との格差解消を図ること。

4．地域手当については、これ以上の地域間格
差を拡大しないこと。

5．再任用職員については、生活関連手当の
支給をはじめ、その経済的負担や定年前
職員との均衡を考慮して改善すること。

男男女女平平等等参参画画、、LLGGBBTTQQ＋＋のの
人人権権保保障障ななどどをを求求めめるる

総総務務省省にに要要請請すするる
青青木木真真理理子子副副委委員員長長（（右右））とと外外山山律律子子強強化化拡拡大大局局長長（（左左））厚生労働省への要請（左側が自治労、中は岸議員）

Ｑ

「
人
勧
期
闘
争
」
と
は
何

で
す
か
？

伊
藤

春
闘
か
ら
8
月
上
旬
の

人
事
院
勧
告
ま
で
の
期
間
に
、

人
事
院
に
対
し
て
賃
金
・
労
働

条
件
の
改
善
を
求
め
て
取
り
組

む
諸
行
動
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

Ｑ

私
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な

意
味
が
あ
り
ま
す
か
？

伊
藤

人
勧
は
、
国
家
公
務
員

の
賃
金
・
労
働
条
件
を
政
府
に

対
し
て
勧
告
す
る
も
の
で
す
が
、

国
の
制
度
が
自
治
体
の
賃
金
・

労
働
条
件
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
か
ら
、
秋
の
自
治
体

の
交
渉
を
左
右
す
る
の
で
す

（
下
図
参
照
）。

Ｑ

今
年
の
課
題
は
？

伊
藤

ま
ず
、
好
調
な
民
間
春

闘
の
結
果
を
公
務
員
の
賃
上
げ

に
反
映
さ
せ
、
全
職
員
の
月
例

給
と
一
時
金
を
引
き
上
げ
る
こ

と
。新
た
な「
給

与
制
度
の
整

備
」
を
公
務
員

全
体
に
配
慮
し

た
も
の
と
す
る

こ
と
や
、
地
域

手
当
に
よ
っ
て

生
ず
る
地
域
格

差
の
解
消
な
ど

で
す
（
上
図
要

求
事
項
参
照
）。

Ｑ

具
体
的
な

取
り
組
み
は
？

伊
藤

公
務
員

連
絡
会
に
結
集

し
て
署
名
行
動
を
し
ま
す
。「
1

人
2
筆
以
上
」が
目
標
で
す
。

そ
れ
は
、
中
央
で
の
交
渉
は
も

と
よ
り
、
秋
の
自
治
体
交
渉
の

力
に
も
な
り
ま
す
。

公
務
員
連
絡
会
と
は

連
合
加
盟
の
官
公
労
の
う

ち
、
人
事
院
勧
告
の
影
響
を

受
け
る
7
組
合
で
構
成
す
る

交
渉
体

「
人
勧
期
闘
争
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
中
央
で
人
事

院
と
の
交
渉
が
持
た
れ
る
こ
の
時
期
、
職
場
か
ら
運

動
を
支
え
、
盛
り
上
げ
て
い
く
に
は
何
を
し
た
ら
よ

い
か
。
自
治
労
本
部
の
伊
藤
功
書
記
長
に
聞
く
。

内閣府と厚生労働省には5月22
日、総務省には24日に要請行動を
行った。
要請内容は、①男女の均等な機
会の確保や男女間の賃金格差の解
消にむけた取り組みの強化、②男
性が育児休暇・休業を取得しやす
い環境整備、③女性に対するあら
ゆる暴力の防止にむけた施策の推
進、④LGBTQ＋など性的マイノ
リティの人権保障にむけた法整備

の早急な実施など。
要請に対し、内閣府からは「第
5次男女共同参画基本計画に沿っ
て2020年代の可能な限り早い時期
に指導的地位に占める女性の割合
が30％程度になるよう引き続き取
り組む」、厚生労働省からは「性
的指向・性自認に関わるハラスメ
ントがないよう引き続き職場環境
の整備に取り組む」などの回答が
あった。

第1部では、本部提起の「会計年
度任用職員の勤勉手当支給にむけた
自治労の取り組み」を中心に議論。
2024年4月からの施行にむけて2023
年12月議会までに、すべての自治体
で条例化することを意思統一した。
第2部では、勤勉手当支給の法改
正を契機とした組織化にむけ、本部
提起の「当事者運動の推進」に加え、
3つの事例報告を受け議論した。
事例報告で千葉県本部臨時・非常
勤等職員協議会議長の鵜野美智子さ
んは、当事者による自治体単組への
協力要請や、地連協議会での連携を
活動の活性化や成果に結び付けてい

る事例を報告。東京都本部・港区職
労副委員長の菅沼拓央さんは、港区
の賃金・労働条件や交渉の実態を紹
介した。
また、山口県本部・長門市職労会
計年度任用職員評議会事務局長の田
中雄二さんは、LINE公式アカウン
トを利用した組合員への連絡体制
や、勧誘チラシをYouTube動画化
しQRコード付き名刺の配布による
勧誘の試みを紹介した。
報告を受けて参加者はグループ
ワークを行い、課題や取り組み方法
の共有をはかりながら、組織化への
決意を改めて固めあった。

拡大労働条件・組織化担当者会議

確実な条例化の取り組みと
組織化にむけた運動強化を意思統一

会計年度
任用職員

自
治
労
は
6
月
8
日
、
拡
大
労
働
条
件
・

組
織
化
担
当
者
会
議
を
東
京
・
自
治
労
会

館
で
開
催
し
、
約
1
0
0
人
が
参
加
。
会

計
年
度
任
用
職
員
に
勤
勉
手
当
の
支
給
を

可
能
と
す
る
改
正
地
方
自
治
法
の
成
立
を

受
け
て
、
条
例
化
と
組
織
化
の
取
り
組
み

強
化
を
意
思
統
一
し
た
。

事
例
報
告
す
る
鵜
野
さ
ん
（
上
右
）、
菅
沼
さ

ん
（
上
中
）、
田
中
さ
ん
（
上
左
）

（要求）春に種をまき、 （交渉）じっくり育てて、 （合意）秋に刈り取る

自治労の賃金闘争サイクル

10～12月
確定期

・勧告内容を踏まえ
て、賃金・労働条件
にかかる新規・継
続課題を交渉し、
確定（労使合意）さ
せる時期です。

・交渉の結果、労使
合意できなかった
課題は継続協議と
なり、春闘期に再
度要求します。

➡

6～8月
人勧期

・人事院は労働基本
権制約の代償措置
として、民間賃金
と比較した結果を
勧告します。

・公務員の賃金や労
働条件が勧告され
る重要な取り組み
期間です。

➡

1～3月
春闘期

・民間労組が賃金・
労働条件の改善を
要求する時期で、
民間労組の賃金確
定闘争期です。
・公務員労組は、春
闘期に基本事項や
継続課題を要求
し、年間闘争をス
タートします。

伊藤書記長に聞く
「人勧期闘争」のポイント

ご意見
フォーム自治労HP

・・・・2023年6月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2345号（１）



7月は自治労安全衛生月間
安
全
衛
生
の
前
進
へ

ポ
テ
ッ
カ
ー
の
活
用
を

7月は自治労の安全衛生月間。各自治体では
安全衛生体制は整備されているものの、委員
会が開催されていないなど形骸化も見られ
る。機関紙じちろうでは、取り組みの豊富化
の観点から、八王子市の事例を紹介する。

安全衛生と運動は「両輪」本
部
作
成
の
ポ
テ
ッ
カ
ー
。
各
県
本
部
・
単
組
で

活
用
し
取
り
組
み
を
推
進
し
よ
う
。

～八王子市の取り組み事例～

専
門
部
署
を
中
心
に

取
り
組
み
を
徹
底

八
王
子
市
は
、
東
京
都
の
多

摩
地
域
南
部
に
位
置
す
る
人
口

約
56
万
人
の
中
核
市
。
八
王
子

市
の
労
働
安
全
衛
生
体
制
の
特

徴
点
と
し
て
、
ま
ず
「
安
全
衛

生
管
理
課
」
と
い
う
専
門
部
署

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
（
1
9
9
0
年
の
設

置
）。ま
た
、
す
べ
て
の
職
員
を

安
全
衛
生
管
理
体
制
の
下
に
置

く
目
的
で
、
す
べ
て
の
職
場
を

7
つ
の
事
業
場
に
分
け
、
安
全

衛
生
委
員
会
を
組
織
し
て
い
る
。

各
事
業
場
で
は
毎
月
委
員
会
を

開
催
。ま
た
、各
事
業
場
の
総
括

衛
生
管
理
者
と
組
合
推
薦
委
員

を
委
員
と
す
る
中
央
組
織
的
な

職
員
安
全
衛
生
委
員
会
（
委
員

長
は
副
市
長
、
副
委
員
長
は
も

う
一
人
の
副
市
長
と
職
員
組
合

の
委
員
長
）
を
設
置
し
、
年
4

回
委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。

具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
職

員
安
全
衛
生
委
員
会
で
、
年
度

ご
と
に
年
間
計
画
と
重
点
目
標

を
定
め
、
具
体
的
目
標
と
取
り

組
み
事
項
に
落
と
し
込
む
。
2

0
2
3
年
度
の
安
全
重
点
目
標

は
「
事
故
や
災
害
の
な
い
職
場

づ
く
り
」、
衛
生
重
点
目
標
は

「
み
ん
な
で
取
り
組
む
心
と
か

ら
だ
の
健
康
づ
く
り
」。
こ
れ

に
基
づ
き
、
各
事
業
場
も
計
画

と
具
体
的
取
り
組
み
事
項
を
作

成
し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

研
修
の
充
実
で

意
識
の
向
上
は
か
る

「
や
は
り
職
員
自
身
が
安
全

衛
生
の
重
要
性
に
対
す
る
意
識

を
強
く
持
つ
こ
と
が
何
よ
り
大

切
」
と
話
す
の
は
、
安
全
衛
生

管
理
課
で
12
年
間
取
り
組
み
、

現
在
は
八
王
子
市
職
書
記
長
を

よ
し

ゆ
き

務
め
る
武
藤
美
幸
さ
ん
。「
公

務
員
の
職
務
は
法
に
基
づ
い
て

執
行
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
安
全
衛
生
に
関
わ
る
法

だ
け
は
何
故
か
少
々
蔑
ろ
に
さ

れ
て
い
る
感
が
あ
る
」
と
嘆
き

な
が
ら
、
法
の
遵
守
と
学
習
の

必
要
性
を
強
調
す
る
。
年
間
計

画
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
中
心
と

し
た
強
化
運
動
に
加
え
、
新
規

採
用
者
研
修
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

研
修
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

な
ど
、
全
事
業
場
に
関
わ
る
研

修
を
充
実
さ
せ
、
安
全
衛
生
の

向
上
に
む
け
た
意
識
の
浸
透
を

追
求
し
て
い
る
。

◇

◇

◇

「
今
は
組
合
の
書
記
長
の
立

場
に
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
組
合

運
動
と
安
全
衛
生
は
、
い
わ
ゆ

る
『
車
の
両
輪
』
だ
と
実
感
し

て
い
る
」
と
武
藤
書
記
長
。「
た

と
え
ば
、
時
間
外
勤
務
や
有
給

休
暇
の
取
得
に
つ
い
て
、
各
部

署
ご
と
に
出
さ
れ
た
数
値
を
も

と
に
安
全
衛
生
委
員
会
で
分

析
・
議
論
を
し
て
い
る
も
の

の
、
安
全
衛
生
委
員
会
自
体
は

交
渉
機
関
で
は
な
い
。
や
は
り

組
合
が
率
先
し
て
交
渉
に
乗
り

出
す
必
要
が
あ
る
。
時
間
外
勤

務
の
過
多
に
よ
り
疲
弊
す
る
職

員
達
の
現
状
を
見
る
と
、
人
員

増
の
要
求
・
交
渉
を
引
き
続
き

強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
思
う
。
さ
ら
に
、
組
合
と
し

て
も
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
、

意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
結
ん
だ
。

武藤書記長

在
り
し
日
の
河
林
満
さ
ん
。
東
京
・
立
川
市
職
労
の
組
合
員
だ
っ
た
。

映画化を機に復刻さ
れた「渇水」
角川文庫 748円

自
治
労
文
芸
88
年
入
選
作

『
渇
水
』の
全
国
上
映
始
ま
る

女
性
部

第
61
回
は
た
ら
く
女
性
の
集
会

竹信三恵子さん丸本百合子さん

198888年年「「自自治治労労文文芸芸」」のの入入選選作作をを原原作作ととししたた
映映画画「「渇渇水水」」のの上上映映がが66月月22日日かからら始始ままっったた。。
作作者者はは元元自自治治労労組組合合員員のの河河林林満満ささんん（（故故人人））。。
映映画画のの感感想想をを、、自自治治労労文文芸芸会会議議代代表表幹幹事事・・佐佐
藤藤環環樹樹ささんん（（北北海海道道本本部部））がが寄寄稿稿ししたた。。分科会で意見交換する参加者

映画「渇水」チケットをプレゼント
全国の映画館で利用できる「ムビチ
ケ」を、抽選で10名様にプレゼント。
下記QRコードよりご応募くださ
い。締め切りは6月23日です。当選
者には購入番号、暗証番号をメール
でご連絡します。
＊当選者の発表は当選
メールでのご連絡を
もって代えさせていた
だきます。

女
性
部
は
5
月
27
〜
28
日
、

第
61
回
は
た
ら
く
女
性
の
集
会

を
東
京
・
自
治
労
会
館
で
開

き
、
1
7
1
人
（
対
面
88

人
、
ウ
ェ
ブ
83
人
）
が
参

加
し
た
。

集
会
は
60
周
年
を
記
念

し
て
開
催
。
基
調
提
起
で

毛
利
珠
代
女
性
部
長
は

「
集
会
の
開
催
主
旨
は
、女

性
の
働
く
権
利
確
立
運
動

強
化
月
間
（
1
〜
3
月
）

の
総
括
に
加
え
、
女
性
が

働
き
続
け
ら
れ
る
た
め
の

権
利
拡
充
と
条
件
整
備
に

む
け
た
運
動
強
化
だ
。
一

人
ひ
と
り
の
行
動
の
積
み
上
げ

で
職
場
や
社
会
を
変
え
る
た

め
、
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
て

学
び
あ
い
、
運
動
を
前
進
さ
せ

よ
う
」と
話
し
た
。

基
調
講
演
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
竹
信
三
恵
子
さ
ん

が
「
女
性
雇
用
の
劣
化
と

『
生
活
か
ら
の
壊
憲
』
の

乗
り
越
え
方
」
と
題
し
て

講
演
。
百
合
レ
デ
ィ
ー
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
丸
本

百
合
子
さ
ん
が
「
女
性
が

健
康
で
働
き
続
け
る
た
め

に
〜
私
の
か
ら
だ
と
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

／
ラ
イ
ツ
〜
」
と
題
し
て

記
念
講
演
を
行
っ
た
。

初
日
終
了
後
に
は
60
周

年
を
祝
う
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開

き
、
参
加
者
は
交
流
を
深
め

た
。
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佐藤環樹さん
（札幌市内の映画館で）

自
治
労
が
生
み
の
親
で
あ
る
作
品
「
渇

水
」
は
、
1
9
8
8
年
に
自
治
労
文
芸
賞
を

受
賞
し
た「
あ
る
執
行
」が
原
作
で
、「
渇
水
」

は
そ
の
進
化
形
だ
。
35
年
の
時
を
経
て
、
自

治
労
組
合
員
で
あ
っ
た
河
林
満
さ
ん
の
作
品

が
世
に
出
た
背
景
は
、
枯
渇
す
る
世
の
中
へ

の
警
鐘
だ
。
映
画
を
観
て
確
信
し
た
。

地
球
の
資
源
は
有
限
だ
が
、
人
は
便
利
さ

を
求
め
て
資
源
を
枯
渇
さ
せ
て
い
く
。
人
は

便
利
さ
を
求
め
て
、
Ａ
Ｉ
と
い
う
感
情
が
枯

渇
し
た
機
械
に
仕
事
を
奪
わ
れ
、
自
ら
の
首

を
絞
め
て
い
く
。
渇
く
世
の
中
を
憂
い
、
そ

れ
を
「
渇
水
」
と
い
う
作
品
を
通
し
て
批
判

し
て
い
る
の
だ
。

特
に
貧
困
家
庭
を
テ
ー
マ
に
、
社
会
的
困

窮
や
格
差
問
題
、
育
児
放
棄
な
ど
と
い
っ
た

課
題
が
未
解
決
な
現
状
に
、「
な
に
や
っ
て

ん
だ
！
」
と
天
国
か
ら
河
林
さ
ん
が
怒
っ
て

い
る
。
そ
う
私
は
思
う
。

生
前
、
河
林
さ
ん
は
ド
イ
ツ
の
政
治
学
者

の
言
葉
を
よ
く
引
用
し
て
い
た
。「
公
務
員

の
仕
事
と
は
、
人
間
性
の
理
解
に
始
ま
り
、

人
間
の
理
解
に
終
わ
る
」。

「
渇
水
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
人
間
の
理
解

だ
。
も
ち
ろ
ん
上
映
中
の
本
映
画
も
、
そ
う

で
あ
っ
た
。

「
渇
水
」
は
文
学
界
新
人
賞
を
受
賞
後
、

芥
川
賞
候
補
作
と
な
る
。
し
か
し
壮
絶
な
ラ

ス
ト
が
選
考
委
員
に
酷
評
さ
れ
、
芥
川
賞
を

逃
す
。
原
作
を
知
る
人
に
と
っ
て
は
、
賛
否

両
論
の
ラ
ス
ト
が
ど
う
な
る
の
か
興
味
は
尽

き
な
い
。
映
画
の
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
だ
。

作
品
の
完
成
度
は
高
く
、
原
作
を
知
ら
な
い

人
に
も
も
ち
ろ
ん
、
お
勧
め
す
る
。

最
後
に
、
生
前
の
河
林
さ
ん
と
と
も
に
共

有
し
た
時
間
は
、
私
の
財
産
だ
。「
渇
水
」

の
映
画
化
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
河
林
さ
ん
に

心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

「
渇
水
」の
コ
ン
セ
プ
ト
は
人
間
の
理
解
で
あ
る

自
治
労
文
芸
会
議
代
表
幹
事

佐
藤
環
樹
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